
 

認定 NPO 法人横浜日独協会 第 62理事会議事録 

（オンライン会議） 

 

１．日   時  2022年 6月 18日（土）13：00～14：30 

２．会   場  オンライン会場 

３．理事総数   20名 

４．出 席 者 （オンライン出席者） 

成川会長 向井副会長 大瀬副会長 南雲常務理事 山口常務理事 

齊藤事務局長 寺澤常務理事 大堀常務理事 坂井理事 中尾理事 

佐藤理事 小貫理事 大治理事 野澤理事 西条理事 

（委任/議長）： 小島理事 藤田理事           17名 

能登監事 

（欠席）ゼーリヒ理事 ユーデック理事 北井理事   

 

５．議事の経過の概要および議決の結果 

定款第33条および第 37条にもとづき成川会長は、新型コロナウィルス感染のため、 

本理事会はオンライン会議とする旨、議案書を添え 6 月 13 日全員にメールで通知した。 

本会議はオンラインシステムを用いており、音声と画像がきちんと伝わり、適時的確 

な意思表明がお互いにできることを確認した。 

定款第 34条の規定により、成川会長を議長とした。 

本理事会の議事録署名は議長の成川会長、向井副会長、大瀬副会長とした。 

 

６．議題 

 

第１号議案 報告事項について 

① 会員実績：会員総数 172 名／団体（一般 127名、ヤングクラブ 30名／内青年 5名・

学生 25 名、法人 15 社）。新規加入 1 名、野田会員はドイツコーヒーの輸入の仕事を

している。ドイツの文化に興味を持ち当協会のホームページをみて入会した。 

（野澤理事） 

② 財務月次報告：6 月 10 日現在。配布済みの月次報告の管理費支出合計金額を 155,375

円と修正願いたい。この間 20万円の支出があった。4月号会報・総会資料・イベント

チラシの印刷・発送・業務委託、ハイブリッド配信器材 5万円、講師謝礼等。 

（齊藤事務局長） 

③ 会報／ＨＰ: 会報第 63号の編集はほぼ終了し、本日大井氏に送付する。今号は 12ペ

ージとなり、手元にある原稿をほぼ全て掲載できた。（山口編集長） 

ホームページ上の役員名に異動があったので修正を大井さんに依頼する。（向井副会長） 

④ 事業実績（予定）報告： 



・フィーツェ首席公使の帰国が 1年間延期された。あらためて帰国前に一度当協会 

での講演を依頼したい。（成川会長） 

・ハイブリッド講演会（6月 11日、講師森涼子氏）について 

○当協会としては初めてのハイブリッド講演会だった。最初トラブルがあった。 

区民文化センター自体がハイブリッドに相応しいか再考する必要性を感じた。 

 （成川会長） 

○開始直前に講師のパソコンのトラブルが発生した。（野澤理事） 

○会場の音響効果に難があり、廊下や隣室の音が漏れる。事前準備の時間がと 

れなかった。7月にはコンサートを予定しているが、当日隣室ではダンス教 

室があると聞いている。今後も改善に努めていく。（小貫理事） 

○講師の話は聞けたが、会場で流された音源はＺｏｏｍでは聞くことができな 

かった。会場で配られた資料も事前に配信してもらいたかった。 

（南雲常務理事） 

○ハイブリッドの場合、対面参加者には配信されているスライドが見られない。 

一般的にはプロジェクターで見る以外にはない。（大瀬副会長） 

○通常ハイブリッドの場合、会場には大きなスクリーンが設置されている。今 

後、事務局で検討してもらいたい。（成川会長） 

     ○7月のトークコンサートもハイブリッドのようだが、プロの音楽家を招くの 

で配信トラブルを起こしては失礼ではないか。（大堀常務理事） 

     ○当初対面を主に考えていたが、コロナ禍でオンライン参加希望者も少なくな

い。トライアルを重ねてハイブリッドを考えている。（能登監事） 

     ○オンライン配信のトラブルを考えると、リアルで開催する必要があるので、

武田会員と再調整してもらいたい。（成川会長） 

     ○配信時のトラブルは聞いてくれている人に対して失礼ではないか。対面かオ

ンラインのどちらかにするべきではないか。過日参加した講演会でも音声の

トラブルが発生し多くのクレームが出された。音楽なのでオンラインでのト

ラブルはどうしても避けたい。（大瀬副会長） 

     ○会場の入場者制限は、音楽会（合唱ではない）なら 100 名まで可能な会場を

とっている。協会としては念のため半数の 50名としている。（能登監事） 

     ○過去 2 回ほど武田会員によるコンサートが開かれているが、今回の参加者も

25～35 名と見込まれるので、あえてハイブリッドにしなくてもよいのではな

いか。（向井副会長） 

     ○プロフェッショナルな演奏者を迎える。後援会長もプロの方が務めている。

配信トラブルがあってはやはり失礼になる。（坂井理事） 

     ○あらためて武田会員と、能登監事、事務局で話し合って欲しい。（成川会長） 

   ・「ドイツ連保軍の日」（5月 24日）、ドイツ大使館の武官室主催の情報交換の場。横

浜では根岸での墓前祭が行われ、千葉では習志野で捕虜収容所の慰霊祭が行

われていることから、両日独協会が招かれた。（大堀常務理事） 



   ・早瀬名誉会長に対しての日独友好賞授賞式が 7 月 25 日にドイツ大使館で行われる

ことが決まった。（齊藤事務局長） 

⑤ 会議スケジュール 

第 62回理事会：2022年 6月 18日（土）13:00～14:30（オンライン） 

第 63回理事会：2022年 7月 16日（土）13:00～14:30（戸塚文化センター、対面） 

第 64回理事会：2022年 9月 17日（土）13:00～14:30 

第 65回理事会：2022年 10月 15日（土）13:00～14:30 

今後は、対面での議論の必要性を感じているので、できるだけ対面形式で理事会は 

 開催したい。（成川会長） 

 

以上、報告事項について全理事一致して承認された。 

 

第２号議案 プロジェクト／イベントについて 

 ○トークコンサート（対面） 

日時：2022年 7月 16日（土）15:00～17:00 

 会場：戸塚区民文化センター3階多目的室（大） 

 演奏：武田章寛ヤングクラブ会員 

 参加費：対面参加者 1,000円 

○８月イベント：夏季休暇 

○講演会：9月 17日（土）15:00～17:00 

会場：戸塚区民文化センター（予定） 

講演：美留町義雄（びるまちよしお）大東文化大学教授。（ドイツ大使館が 

主催した日独交流 160周年記念シンポジウムの際のコーディネータ 

ーをされた方） 

演題：「森鴎外とドイツ・ビール」 

対面参加費：1,000円 

     ※当日はハイブリッド講演会を予定しているが、当日のリハーサルができな 

い。事務局で検討したい。 

 ○講演会の予定 

  日時：10月 15日（土）15：00～17：00 

  会場：戸塚区民文化センター（予定） 

  講演：マライ・メントライン氏（予定） 

 ○大茶会：11月 21日(月) 

     （野澤理事） 

 

 以上、プロジェクト／イベントについて全理事一致して承認された。 

 

第 3号議案 役員の役割分担の再検討について 



  先の総会で退任した理事の業務について再検討したい。能登前会長が担っていた 

事務局に係わる役割については事務局（小貫、野澤、齊藤）が引き受ける。会員管 

理や会費徴収の管理は、野澤理事との引継ぎを行いつつある。今後各プロジェクト 

の積極的な活動が期待される。能登前副会長が主に担っていた講演会等のイベント 

については、今後事務局に要望、意見を寄せてもらいたい。（齊藤事務局長） 

 能登副会長と事務局を兼務していた。副会長の業務については向井、大瀬両副会 

長の担ってもらいもの、他の理事に依頼することもある。事務局 3名体制となって 

いるがさらに体制を強化していく必要があると考えている。（成川会長） 

 従来から担っていた事務局業務を洗い出してみた。これを参考に業務一覧表に落 

とし込んでもらいたい。従来よりイベントの運営や技術的なことに係わっている大 

堀常務理事に協力願いたい。（能登監事） 

 事務局で検討する。（成川会長） 

 

 以上、役員の役割分担の再検討について全理事一致して承認された。 

 

第 4号議案 会報等のウェブ配信について 

  厳しい財政事情が先の総会で報告された。会報のＰＤＦでのオンライン配信と紙 

 とのすみ分けが考えられる。季刊の会報の合間のイベントの広報はＰＤＦでの配信 

は効果的といえる。次回 10月号会報発送の際に、全会員の意向確認をしたい。 

 （齊藤事務局長） 

  会報は紙で送って欲しい。会員の 100％が受け取れるもの。紙とウェブ配信が混 

在すると事務が煩雑になってしまう。紙だと住所変更などがあれば会報は必ず戻っ 

てくるが、ウェブだと不着信の確認がとれない。会報発行時以外のイベントのチラ 

シについてはウェブ配信がよい。（山口編集長） 

 ウェブ配信も一つの考えだが、ＰＤＦで受取る場合には会費が減額されるという 

メリットがないと理解が得られない。（大堀常務理事） 

 会費を払っている会員にとっての会報だが、ホームページ上で公開され無料で閲 

覧できる。その会報が送られてこなくなったとき納めている会費をどう考えるの 

か。間違った対応をしないようにしなければならない。（向井副会長） 

 他の公益法人においても同様の議論がある。認定ＮＰＯ法人は公益性が求められ 

るが財政が赤字になってはいけない。認定法人になった後、運営上のハードルが高 

い。中長期ヴィジョンのない公益法人はあり得ない。認定法人としての覚悟が問わ 

れる。役員による認定ＮＰＯとしてのあり方を議論し、課題をどのように解決して 

いくかが問われる。（成川会長） 

 認定化の際に、これからは会費中心ではなく寄附金をベースにした会の運営が重 

要になる。寄附金にはタックスメリットがあることが大きい。現状は中途半端な状 

況にあるように思える。（向井副会長） 

認定 NPO法人として公益も大事な要素であり、会員益と公益のバランスを考えな



ければならない。何のために認定 NPO法人になったのか、認定 NPO法人としての制

約或いは発展可能性は何か、役員間で対面形式の意見交換会を開きたい。手始めに

戸田、四方田両監事を交えて、認定 NPO法人をテーマにして、秋にでも意見交換し

たい。（成川会長） 

 コスト削減というが、身の内から考え直すべきだと思う。会計報告にはハイブリ 

ッド器材に 5万円支出したとか、2カ月ほど前にはパソコン 2台買っている。会報 

にまずこちらを削減するべきではないか。（大堀常務理事） 

（※齊藤事務局長注：パソコンの購入は 2年前のこと。オンラインミーティングや 

イベント用に１台、ヤングクラブ専用のネットワーク活用に１台） 

DXに対応できない団体は生き残れない。必要最低限の器材は必要であるが事務 

局で検討する。（成川会長） 

 

以上、各理事の意見も踏まえ、会員宛の会報のウェブ配信については当面見送ることし 

た。 

  

 

以上で本日のすべての議事は終了した。オンライン会議において音声・画像が確認でき

適時的確な意思表明と双方向性は終始異常なく維持されたことを確認し、議長は閉会を宣

した。  

 

以上、オンライン会議による理事会の議事録が正確であることを証します。  

 

2022年 7月 7日  

 

議 長  成川 哲夫 

 

議事録署名人  向井 稔 

       

議事録署名人  大瀬 克博 


